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	行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２８年７月１４日（木曜日）１０時～１４：３０　　　天候：曇り

	場　所
	甲山森林公園　正門～神呪寺参道への山道～神呪寺山門～北山貯水池への山道

～甲山西側の湿地～甲山北側の山道～甲山森林公園の北口～展望所～緑橋～公園管理棟

	テーマ
	甲山森林公園の夏の植物観察

	講師
	児玉　勝久　講師

	参加者数
	３３名

	内容
（項目と概要）
	今月の樹　ナツメ：資料に基づき解説。

ナツメは昔は童謡にも歌われごく身近な果物で庭などに植栽され普通に見られた。漢方では生薬として使われている。（講師持参の実のついた枝を回覧）

花の色についての解説。

紅葉での葉の色づきはよく説明されるが、花の色づきの説明はあまりされていないので、簡単に花の組織図をボードに書いて説明を受けた。葉の構造と似ているが、葉にはある表面のクチクラ層と裏面の気孔が無いところが違う。また、柵状組織や海綿組織が白・黄・赤や青などに色がついている所が違う。これは虫を誘引することと、紫外線から組織を守ることが主要な目的である。自然界の花の色の系統は、白色系が33％で最も多く、次いで黄色系が28％、赤色系が20％と続き、紫系と青色系を合わせて17％、その他の系統色が2％といわれている。このように花の色が様々なのは、その種類特有の色素物質がその組織の中に含まれているからで、植物がもつ代表的な色素は、フラボノイド、カロテノイド、ベタレイン、クロロフィル（葉緑素）の 4 つに分類できる。フラボノイド系は７０００種類以上の化合物が知られているが特にアントシアニンとフラボノールがあり、フラボノールは白色を作り出している。他の色とは違って、白い花には白い色素というものは含まれていない。たいていの場合、無色からうすい黄色を現わすフラボン類またはフラボノール類という色素が含まれている。花びらの中の組織がスポンジのように空気の小さな泡をたくさん含んでいて、光が当たったときに丁度ビールの泡のように白く見えるからである。
園内外での観察。（10：20～14：30）
土用芽のいろいろ：一斉開葉のもの（コナラなど）、本来の芽（ビワ）、実の終ったもの（ヤマモモ）。ヤマコウバシ（雄木が無いのに何故か実がある）、ヤブニッケイとクスノキの違い、ヘクソカズラ（多い）とヤマノイモ、ノブドウとアマチャヅルの違い、ツユクサのアントシアニン（水溶性）、ハゼノキの複葉らしからぬ小葉の紅葉、リョウブの白い花が目立つ、クロキの実（今日のコースの目標を見た）、シャシャンボの白い花とイソノキの赤い実、ナンキンハゼの黄色い花、コヒロハハナヤスリの胞子葉（羊歯、大阪市RED：C）、ヤクシソウの葉、ヒヨドリバナの葉と実、などを観察しながら心配した雨も降らず無事に予定通り観察を終えた。


	＜資料＞
	今月の樹「ナツメ」（児玉）。参考資料：「甲山森林公園のガイド指針（夏編改）

	まとめ・感想
	土用芽とは不思議なものである。開葉の仕方とも関係がありそうであるが、私にはよく理解できない。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
